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第１章
本邦での
コロナ陽性妊婦の発生状況
妊婦はコロナにかかりやすいの？



新型コロナ陽性者の推移

2021/8/1現在

2020年

デルタ株（L542R株）
の流行

全人口

妊婦

（新型コロナ関連の情報提供:NHK）

2021年



デルタ株の流行

第４波

東京都「新型コロナウィルス感染対策サイト」(https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp)より

https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/


医療の逼迫と自宅療養者の増加

厚生労働省.第52回新型コロナウィルス感染対策アドバイザリーボード.（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00294.html）

第3波 第4波 第5波 第3波 第4波 第5波

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00294.html


コロナ陽性者の性別年齢別新規陽性者数

厚生労働省.データからわかる-新型コロナウィルス感染症情報.（https://covid19.mhlw.go.jp/en/）

感染の中心は20代〜40代！

妊娠しているコロナ陽性妊婦は多い（はず）

週間データ 2021年9月21日〜28日

注：妊婦が特別コロナ感染しやすいという
データはない！

男性の感染者数の方が多い
陽性妊婦の半数以上が
家庭内感染である



コロナ陽性妊婦の発症年齢分布

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 

ある年代の妊婦が

特別にかかりやすい
というわけではない



コロナ陽性妊婦が入院できない理由

• 医療逼迫による病床の絶対数が少ない。

• 産婦人科が併診ができる病院が少ない。

• 社会的背景（小さいお子さんの預け先がないなど）

• かかりつけの約半数が診療所（クリニック）

→病診連携が重症！！！

厚労省.周産期医療体制の現状について（https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-
10801000-Iseikyoku-Soumuka/0000096037.pdf）



第２章
新型コロナウィルス妊婦の症状
妊婦はコロナ感染で重症化しやすいの？



一般的な臨床症状

厚生労働省.新型ウィルス感染症の診療の手引き第5.3版より

主な病態は

肺炎



典型的な経過

厚生労働省.新型ウィルス感染症の診療の手引き第5.3版より



重症度分類

注；酸素飽和度と臨床状態に
差がある場合は高い方に分類

例；SpO2 96%で呼吸困難感が
ある場合は中等症１

厚生労働省.新型ウィルス感染症の診療の手引き第5.3版より

パルスオキシメーター

必須！



妊婦の重症度

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 

・4人に3人は無症状または軽症（酸素不要）
・4人に1人は中等症1以上
・重症例（人工呼吸器、ECMO）はまれ



妊婦の診断時の臨床状態

妊婦は他の患者と比べ
変わらないか？

否！

同じ年齢20代から40代を
対象にすると圧倒的に

重症化する

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 



表２ COVID-19の妊婦における重症化リスク
（CDC）

CDCレポートより横浜市立大学 倉澤健太郎先生作成



重症化するリスク因子（妊娠週数）

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 

妊娠25週以上だと中等症2以上になりやすい

注：25週以降だと必ず中等症2以上になるわけではない

リスク比 1.32倍



感染症法施行細則23条６項 COVID-19診療の手引き ver5.3

入院措置の対象となる患者 重症化リスク因子（9月1日）

65歳以上の者 65歳以上の高齢者

呼吸器疾患を有する者 悪性腫瘍

腎疾患，心疾患，血管疾患，糖尿病， 慢性閉塞性肺疾患，慢性腎臓病，

高血圧，肥満など ２型糖尿病，高血圧，脂質異常症

臓器移植，免疫抑制剤，抗がん剤使用 肥満（BMI 30以上）

妊婦 喫煙

重症または中等症である者 固形臓器移植後の免疫不全

都道府県知事が必要と認める者 妊娠後期

新型コロナウイルス感染症における
妊婦の位置づけ

＋

＋

リスク因子は重複する！



第１回のまとめ

• 妊婦は新型コロナウィルス好発年齢と重なるため、今後も注意
が必要である。

• その感染経路は家族内感染が半数以上である。

• かかりつけでのコロナ感染対応が難しいこともあり適切なリス
クアセスメントと病診連携が必要である。

• 新型コロナウィルスは肺炎を起こし、特に妊娠後期の妊婦は中
等症以上になりやすいため注意が必要である。


